


本章では、過去の実績を基に、目標年度までの県内の生活用水の需要量を推計し、供

給量と比較します。水需要量については、これまでの水道普及率の推移を基に目標年度

の水道普及率を推計し、国立社会保障・人口問題研究所による人口推計値を用いて給水

人口を算出し、業務用・営業用水量を加えた後、全県の水道事業における水需要量を計

算しました。

目標年度の水道普及率については、過去の実績値から、複数の推計式による時系列

傾向分析によって推計した結果、平成 年度に ％と算出しました。

なお、それぞれの水道事業における計画策定に当たっては、行政上の政策目標とい

う観点から、水道普及率を設定することが望まれます。
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給水人口は、行政区域内人口に普及率を乗じて算出することとします。

給水人口 行政区域内人口 普及率

推計によると平成 年度の給水人口は、 人となり、平成 年度の

人より 人減少するものと推定されます。

平成 年度の計画一日最大給水量は 日であり、実績一日最大給水量は

日です。目標年度である平成 年度では、一日最大給水量は 日

と推計されます。

地域別にみると、県北、県中、県南、相双地域はおおむね （平成 ） （平

成 ）年に需要量が最大になり、その後減少します。会津、南会津、いわき地域は今後

需要の増加が見込まれず、年々減少するものと推計されます。
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需要量に対し、確実に供給できる水量を検討します。ここでは、各水道事業の計画取

水量を供給可能量としました。

県全体でみると、供給可能量は 日です。

供給可能量（計画取水量）の上水道と簡易水道の内訳は次のとおりです。

各地域の水需要のピーク水量と、供給可能量を比較すると、どの地域においても、需

要量を満たす供給量があり、今後とも安定して供給できることが分かります。

県全体でみると、ピーク時の需要量 日に対して、供給可能量は

日であり、 日の余裕があります。

県全体及び地域ごとでは水需給のバランスが取れていますが、市町村ごとの水需給の

バランスでは、給水人口の増加や普及率の向上によって水源水量が不足すると考えられ

る市町村が若干数存在します。

これらの市町村については、用水供給事業からの受水や地下水開発、あるいは水源に

余裕のある隣接市町村との水融通により、水量の確保を図るなどの対策が必要です。
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